
主体的に判断し、安全なまちづ
くりに貢献する防災教育の推進

活動年数：3年
１9人

芦北町立湯浦中学校教職員一同

１



研究主題
主体的に判断し、安全なまちづくりに貢献できる
生徒の育成

災害の発生

救助活動、避難所生活
・自助：自分で自分の命を守る
・共助：周囲の人たちと協力して助け合う
・公助：公的機関による救助活動等の支援

復旧・復興、安全なまちづくり
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２

令和４・５年度県教育委員会「防災教育研究推進校」の指定を受け、「主体的に判
断し、安全なまちづくりに貢献できる生徒の育成」を研究主題として取組を開始し、
４年目になります。「自助」から「共助」、そして「公助」へとつなげ、災害時に
おける主体的な判断力・行動力を育成することを目指しています。



実践的・効果的な避難訓練

【道徳科】熊本地震関連教材「つなぐ」 避難訓練（地震）

【学活】マイタイムラインの活用

避難訓練（土砂災害）

３

防災意識を高めるために実践的、効果的な避難訓練を行っています。４月の「くまも
と防災教育月間」には熊本地震関連教材「つなぐ」を使い学習を行った後、地震の避
難訓練を行っています。また、土砂災害を想定した避難訓練の前には、「くまもとマ
イタイムライン」を使って学習を行います。
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湯浦中学校 

実践的・効果的な避難訓練
アクション・カードの配付による役割分担

災害は突然発生します。避難訓練はその場で配られたカードの役割について行動し
ます。訓練後には、反省会を行い、カードの内容について随時見直ししています。

ドライブスルー方式
の引き渡し訓練

４

いついかなる災害が発生するか分からないため、訓練の際はあらかじめ役割を決めず、
その場でアクションカードを配り役割を決めて動くようにしています。訓練後は必ず
反省会を行い、見直しを行っています。また、保育園も含めた中学校区合同の引き渡
し訓練も行っています。初年度は課題も多く見られましたが、継続することで改善を
図っています。



体験型の防災学習：防災食体験・避難所運営

防災食体験

防災食体験や避難所運営体験を通して、実際の災害時に自分たちの食の確
保や、避難してこられた方への手伝いができるようになる。また日頃から
防災や減災に関心を持っておくことの重要性に気づくとともに、協力して
考え、行動する力を身につける。

避難所運営体験

地域の一員として、安全なまちづくりへの貢献意欲向上
５

防災食づくりや避難所運営体験、学校行事やＰＴＡ活動で保護者や地域の方と行う防
災学習を通して、自然災害から自分や周りの人々、地域を守ろうとする態度の育成に
つなげています。今後も、実践的な避難訓練や防災学習へと見直しを行いながら、地
域の一員として安全なまちづくりに貢献したいという生徒の育成に努めていきます。



地域防災活動への参画による児童
生徒の主体性と協働性の育成

活動年数：８年
２８人

１

球磨村立球磨清流学園教職員一同



８か年に及ぶ「くまむら防災教育の日」の取組

球磨村立球磨清流学園

「くまむら防災教育の日」
球磨村役場のみならず自衛隊や消防署、警察署、村消防団、ＤＭＡＴ等の関係機関の連携

により、児童生徒・保護者・住民が合同で災害を想定した防災学習への取組

年度 取組テーマ 取組内容

平成30年度 地震災害想定訓練
・中学生による避難所運営及び避難所支援訓練、学
校栄養職員と陸上自衛隊による共同炊き出し訓練等

令和元年度 地震災害想定訓練
・防災ヘリコプターによる患者搬送
・小学生のはしご車体験、煙体験等

令和２年度 感染症対策のため自粛

令和３年度 地震・長雨想定訓練
・住民による陸上自衛隊ヘリコプター・自衛隊車両
を使用した避難訓練等

令和４年度 地震災害想定訓練
・中学生による避難所運営及び避難所支援訓練、学
校栄養職員と陸上自衛隊による共同炊き出し訓練等

令和５年度 山林火災想定訓練
・ＤＭＡＴによる展示・説明、球磨村アマチュア無
線クラブによる展示・説明等

令和６年度 地震災害想定訓練
・地域住民と球磨清流学園９年生が参加したバケツ
リレーによる消火訓練
・球磨清流学園６年生による学習発表等

令和７年度

防災教育研究推進校
研究発表会11月予定
（令和６・７年度県
教育委員会指定）

・午前の部に「くまむら防災教育の日」を位置付け、
児童生徒と地域住民が一体となった訓練の様子を公
開予定
・午後から公開授業、全体会を実施

２

球磨村は、平成３０年度から「くまむら防災教育の日」として、役場のみならず自衛
隊や消防署、警察署、村消防団、ＤＭＡＴ等の関係機関の連携により、児童生徒・保
護者・住民が合同で災害を想定した防災学習を実施してきました。
義務教育学校である「球磨清流学園」も、防災学習を通して児童生徒の主体性と協働
性の育成に取り組んできました。



球磨清流学園における防災教育への取組

球磨村立球磨清流学園

【校内研修における実践的研究】 （研究部）
・「状況を的確に捉え、判断し、主体的に行動する児童生徒
の育成」
・防災学習や避難訓練等を教育課程に位置付け計画的・実践
的に推進
・行事や児童生徒会の活動に防災の視点を取り入れ、様々な
機会・場を通じて、能動的に防災に対応できる能力を育成

【資質・能力の育成を図る授業研究の取組】
（授業研究部）

・教科横断的な資質・能力の育成を目指す
単元配列表の作成
・子供が問いを持ち、主体的に学ぼうとす
るための資料提示や課題設定
・子供が意図的に表現したり、行動したり
する場を授業で設定

【主体性を育む自治活動の取組】
（児童生徒活動部）

・児童生徒会を中心に避難訓練等の実施
・国交省事務所による出前授業「浸水ドア
体験」の実施

・避難訓練活動等実施後の縦割り班活動に
よる振り返り（清流タイム）の実施

・集団宿泊教室「防災キャンプ」の実施
・防災の視点から構成した各専門委員会が
行う児童生徒集会の実施

３

令和６・７年度には県教育委員会から防災教育研究指定を受け、「状況を的確に捉え、
判断し、主体的に行動する児童生徒の育成」を研究テーマとして関係機関と連携した
防災教育に取り組んでいます。防災学習や避難訓練等を教育課程に位置付けた計画
的・実践的な教育を推進しています。行事や児童生徒会の活動に防災の視点を取り入
れ、様々な機会・場を通じて、能動的に防災に対応できる能力を育成するよう授業改
善などを行っています。



球磨清流学園における防災教育への取組

球磨村立球磨清流学園

【地域防災活動へ参画する取組】
（地域連携部）

・地域人材の活用、行政と連携した取組の実施
・ＰＴＡ授業参観及び家庭教育講演会による親
子マイタイムライン作成

・球磨村防災ソフト施策（自主防災組織・防災
士等連絡会議、村民防災ブロック会議等）へ
の職員、児童生徒の参加

・防災通信での校内外への啓発活動

【防災意識を高める環境整備の取組】
（環境整備部）

・防災に関するアンケートの実施
・防災意識を高める校内掲示物の工
夫

４

また、ＰＴＡ授業参観及や家庭教育講演会による親子マイタイムラインの作成、防災
通信の発行や防災アンケートの実施、更には防災意識を高める校内掲示に取り組んで
います。



防災教育研究への取組による成果

球磨村立球磨清流学園

・防災に関連のある単元等を連携・配列し、学年間・教科間の系統を考慮した
授業を工夫改善

→教科等横断的な資質・能力の育成
・防災学習に児童生徒が目的意識をもって取り組む

→状況を的確に捉え、判断し、災害時に主体的に適切な行動ができる力
・身に付けた確かな知識や判断力、行動力を地域防災活動の中で実践

→安全・安心な環境づくりに主体的に参画する態度

「知っている」と回答 「している」と回答 

「決めている」と回答 「ある」と回答 

【児童生徒のアンケート結果】（令和６年１２月→令和７年６月） 
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５

この球磨村も、５年前の令和２年７月豪雨において甚大な被害を受けました。そこ
から防災と向き合い、地域とともに歩んでいます。
児童生徒が自ら考え抜きながら課題解決を図る取組により、災害に備えた準備の意
識が１２・８パーセントも向上するなどの成果も見られています。



児童一人一人を大切にした学習
指導による学力向上

活動年数：３年
３４人

上天草市立今津小学校教職員一同

１



今津小は、学習の基盤として児童が主体的に取り組むことを目標としており、この７
つの聴（キー）は、令和４年度に６年生が中心となってまとめたものです。①話して
いる人の方を向く②聴きながら、心の中でおしゃべりをするなどの聞き方の他、人権
教育の視点として、仲間が言葉につまったとき、一緒に考えたり、その続きを想像し
たりするなどです。教員・児童が根気強く取り組む意識を揃え、継続することを大切
にしました。

学習の基盤「七つの聴（キー）」
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「聴く」は学習の基本 
目と耳と心と頭と表情の 
５点セットで聴こう！ 

☆ポイント☆ 

心の中でいっぱい「おしゃべり」しよう！ 
（何でだろう？どこで？もっと知りたい） 

◆「聴く」ことを学習の基盤として
大切に取り組んでいる。

◆誰もが確認できるように、ピクト
グラムに表し掲示している。

◆児童も教職員も｢全員で共通して
行う」ことにこだわった。

２



授業づくりにおいては、可視化・共有化・焦点化を意識して取り組みました。学びの
足跡や思考の流れが一目で分かるような板書の構造化、７つの聴（キー）を大切にし
た言語活動の充実、児童が見通しをもって主体的に学びに向かうことができるように、
発問の工夫に取り組みました。

授業づくり

◆可視化
◆共有化・焦点化

「七つの聴」を
見えるところに

友だちと
意見交換

板書の構造化
学習課題→学びの足跡
→まとめを分かりやすく

３



その他、学習環境・土台づくりに力を入れました。学力調査・意識調査等の分析と活
用、複数体制で個別指導を行う今津っ子タイムの充実、学習環境を整備し児童が落ち
着いて学習に取り組めるようにしました。また、児童による話し合いにおいて行動目
標「今津っ子プライド」を設定しました。４つの｢あ｣を掲げ、毎月の生活目標の中に
位置づけて確実な実践につながるようにしました。

学習環境・土台づくり

◆学力・意識調査等の分析と活用

◆個別学習の時間｢今津っ子タイム｣の充実

◆学習環境の整備

揃える・・・机上の学習用具、靴箱の靴等

◆充実した学級経営

◆学習規律の定着

◆読書活動の推進

◆家庭学習の定着

◆生活リズムの安定

◆児童による行動目標設定｢今津っ子プライド｣

４



いろいろな取組において大切にしたことは、全職員が同僚性や協働性を高め共通実践
したことです。取組の結果、県学力調査や全国学力調査において、少しずつ成果が現
れています。今後も、児童一人一人を大切にした学習指導に取り組んでいきます。

大切にしたことは･･･
全教職員が、同僚性・協働性を高め共通実践したこと

成果（全国学力・学習状況調査、熊本県学力・学習状況調査）

Ｒ７全学調における重点指標（県との比較） 

質問項目 県 

重点指標１（進んで取り組む） ＋17.8 

重点指標２（工夫して発表する） ＋１０ 

重点指標３（よく分かる） 国語 ＋８．２ 

算数 ＋１７．１ 

理科 ＋２．８ 

 

Ｒ6県学調（平均正答率 県との比較） 

 現６年 現中１年 

国語 ＋７．２ ＋０．２ 

算数 ＋１４．９ ＋６．８ 

 

Ｒ7全学調（平均正答率 県、国との比較）６年対象 

 県 国 

国語 ＋１０ ＋９．２ 

算数 ＋１４ ＋11 

理科 ＋４ ＋３．９ 

 
 

５



地域とICTで育む「探究する学び」

活動年数：２年
１６人

天草市立御所浦中学校教職員一同

１



「探究」 へき地離島の小規模校、地域の特性を活かした教育

１ 地理的なへき地はあっても
教育にへき地はあってはならない

２ この島になにを学び
この島の子らに なにを残すか

離島に勤務する御所浦中職員が大切にしている２つの心（言葉）から

取組① 生徒が学びの主体となる探究的な授業の実践
へき地の離島でも、質の高い授業で自律した学習者を育てたい！

取組②  探究的に学ぶ「総合的な学習の時間」の創造
生徒を地域へ出して、地域を教材にした探究をとおして、郷土を愛
する心や情報活用能力、課題解決能力を育てたい！

２

御所浦中教職員は、「地理的なへき地はあっても教育にへき地はあってはならな
い。」「この島に何を学び、この島の子らに何を残すか。」という言葉を大切に教
育に取り組んでいます。



取組①は、生徒が学びの主体となる探究的な授業実践です。先生に教わるのではな
く、生徒が自分で課題を立てて追究していく授業を多く取り入れ、自律した学習者
の育成を図っています。この学びにはＩＣＴの活用が不可欠であり、端末とクラウ
ド環境により他の人の意見を即時に見て、それに対してすぐに意見交流することが
実現できています。

探究的な学習過程
学び方を自分で選択する

複線型の授業
デジタル学習基盤の利活用

取組① 生徒が学びの主体となる探究的な授業の実践（ICTの活用）

単元構成を工夫した自由進度学習への挑戦 学習塾がない島の子供たちのために・・

先生方による放課後学習塾「てらの塾」

３



取組②は、総合的な学習の時間の創造です。日常の暮らしや身の回りの問題から、
解決すべき課題を設定し、実体験を含めた様々な手法で情報を収集整理し、分析し
て自らの考えを発表したりする探究学習です。特徴は、一人一課題の個人探求であ
ること、教員がゼミ形式で個人探究を手助けしていること、地域資源を最大限活用
していることにあります。

課題の設定 情報の収集 整理・分析 まとめ・表現

地域資源(地域のひ
と、もの、こと)を積極
的に活用しながら、個
人の探究課題を決め、
探究計画書を作成す
る。

多様な他者と協働し
ながら、目的に応じて
情報を収集する。

収集した情報の性
質や、目的に応じて
思考ツールを活用
する。

スライドや具体物の制
作(模型・パンフレット・動
画)等、探究課題に合わ
せてまとめ、表現する。

支所職員のまちづくり講話

化石採集体験

町の防災テントを借りたキャンプ 思考ツールの活用 地域住民へのまちづくり提案発表

取組②  探究的に学ぶ「総合的な学習の時間」の創造

地域住民と御所浦の未来を語る

４

各ゼミにて整理・分析畑を借りて農業体験



地元を盛り上げたいという生徒達の思いから、生徒会と地元企業との協業で「ご
しょろーる」というスイーツ商品を開発しました。１年間で三千個以上売り上げて
います。また、今年４月、文科省広報誌「ミラメク」にＩＣＴを活用した本校の授
業風景が掲載され、全国に発信されました。生徒アンケートでは「学校が楽しい」
と回答した生徒が１００％、教職員にとって最も嬉しいことです。

R7.4 文科省広報誌「ミラメク」に本校の授業風景が紹介

全校生徒３４人
学校が楽しい 100％(R7.7.1最新)

取組の成果の一例

地元企業とコラボした協業

「ごしょろーる」商品開発

1年間でおよそ
３０００個を売
り上げる大好評

５
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